
江差町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

・江差マースの利用者数を１日あたり10人とする
・江差マースの収支率を5.4％とする

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

５月28日（火） 第１回協議会を開催
主な協議事項

・江差マース運行方針について
・江差町地域公共交通計画の変更について

６月14日（金） 第２回協議会を開催
主な協議事項

・地域公共交通計画認定申請について
12月４日（水） 第３回協議会を開催

主な協議事項
・江差マース運行実績について ・事業評価について

令和６年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

江差町では、準基幹的広域バス路線を中心とした減便や廃
止が続いており、町の一部地域で交通空白地域が発生するな
ど、町民の生活移動において、多大な影響を及ぼしている。

このような状況を改善するため、町内全域を事前予約に応じ
たデマンド方式で運行し、町民における生活移動を支える役割
を担う「江差マース」を運行することで、生活交通ネットワーク
の構築を進めている。

運行系統名：江差マース
運行区間 ：江差町内全域（利用者の自宅及び町内90箇所の乗降地点間）
運行回数 ：212回
運賃 ：200円～500円

地域公共交通の現況

・バス（４路線、１社）
・タクシー（１社）
・フェリー（１路線、１社）



令和６年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

【プロセス】
令和３年～令和５年にかけ、計４度の実証実験を実施。令和６年８月から、終了期間を設けない本格運行を開始。

【創意工夫】
利便性向上のため、４度の実証実験で得られた乗降データや、住民を対象にしたアンケート調査の結果を踏まえ、乗降地点

の追加、運行エリアの拡大、予約方法の多様化などを実施。

【江差マース】

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績
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６）目標・効果達成状況

１日あたりの延べ利用者数については、令和６年度事業分
にあたる８～９月の実績が10.4人/日と、目標値である10.0人
/日を達成した。

収支率については、令和６年度事業分にあたる８～９月の
実績が7.51％と、目標値である5.4％を達成した。

４

７）事業の今後の改善点

江差マースは、過去３か年における４度の実証実験の結
果から、より利便性の高く、かつ持続可能性の高い運行体
制の構築を目指してきたところ。

これまでの実証実験や、本格運行開始前の周知活動の成
果もあり、住民に対する江差マースの認知度は、徐々に向
上してきているが、本格運行を開始したことや、そもそも江
差マースのことを知らないという住民も一定数いることから、
継続的な周知活動の実施や手法の見直しが求められる。

また、令和６年度事業分の運行結果や、住民に対するアン
ケート調査の結果を踏まえ、より多くの人に利用してもらうこ
とができるよう、利便性向上にむけた運行方針等の見直し
が必要になる。

• 自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
• いずれも目標値を上回っており、今後も地域公共交通計画

に基づき、利用促進策の取組を継続することを期待する。
• 持続可能な公共交通を維持する観点から、公的負担額とい

った事業効率の改善につながる目標を設定することもご検
討いただきたい。

江差マースについては、令和６年５月28日改正の江差町
地域公共交通計画に記載のあるとおり、令和６年８月から
本格運行を開始した。

人口減や自家用車の普及による、バス路線を中心とした
減便や廃止が続き、町の一部地域において交通空白地域
が発生している状況のなか、高齢者や学生といった交通弱
者を中心に、主に通院や買い物時の移動手段として、生活
移動を支える役割を担っている。

また、近隣市町との広域交通路線と結ぶ区域型の交通路
線として、生活交通ネットワークの構築に寄与している。

このことから、江差マースは適切に実施されている。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果


